
飛
鳥
時
代
に
入
る
と
、
房
総
に
安
房
・
上

総
・
下
総
の
三
国
が
誕
生
。
相
模
か
ら
走
水
の

海
（
浦
賀
水
道
）
を
渡
っ
て
、
上
総
、
下
総
そ

し
て
常
陸
国
へ
と
古
東
海
道
の
往
来
が
盛
ん
に

な
っ
た
の
も
、
こ
の
時
代
の
よ
う
で
す
。
一
宮

に
あ
る
玉
前
（
た
ま
さ
き
）
神
社
が
、
上
総
一

の
宮
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
も
、
朝
廷
の
力
が

東
上
総
に
及
ん
だ
た
め
で
し
ょ
う
。

雅
な
印
象
の
あ
る
平
安
の
世
は
、
実
は
、
武

士
た
ち
の
争
い
が
絶
え
な
い
時
代
で
し
た
。
房

総
で
は
、
平
氏
一
門
の
千
葉
氏
と
上
総
氏
が
地

域
を
取
り
仕
切
る
武
士
団
と
し
て
台
頭
。
し
か

し
、
房
総
三
国
で
起
き
た
将
門
の
乱
や
、
そ
れ

に
続
い
た
幾
度
か
の
戦
乱
で
、
土
地
や
人
々
の

暮
ら
し
が
荒
ら
さ
れ
た
こ
と
が
、
容
易
に
想
像

で
き
ま
す
。

一
宮
は
長
生
郡
を
流
域
と
す
る
一
宮
川
が
太

平
洋
に
注
ぐ
河
口
に
発
達
し
た
町
で
す
。
い
ま

か
ら
約
5
〜
6
万
年
前
に
、
現
在
の
よ
う
な
房

総
半
島
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
縄
文
時
代
（
約

3
0
0
0
年
前
）
に
な
っ
て
一
宮
に
人
が
住
み

始
め
た
こ
と
が
、
町
の
西
方
に
あ
る
貝
殻
塚
貝

塚
の
発
掘
に
よ
り
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
貝
塚

か
ら
は
石
器
の
他
、
鯨
、
サ
メ
、
カ
メ
の
骨
や

シ
ジ
ミ
、
ナ
ガ
ラ
ミ
、
ハ
マ
グ
リ
な
ど
貝
類
が

出
土
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
豪
族
が
出
現
し
、
や
が
て
大
和
朝
廷

が
成
立
。
こ
う
し
た
権
力
者
た
ち
の
墓
と
推
測

さ
れ
る
横
穴
古
墳
が
町
内
数
カ
所
に
分
布
し
て

お
り
、
柚
ノ
木
横
穴
古
墳
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

貝殻塚貝塚（町指定遺跡）

東浪見寺本堂 木造軍荼利明王立像（県指定有形文化財）

原
始
時
代

古
代

軍荼利山植物群落（県指定天然記念物）

一
宮
の
軌
跡
を
た
ど
る

一
宮
の
軌
跡
を
た
ど
る

東浪見寺仁王門

9 8




